
仙
せん

琳
りん

寺
じ

の楼門（古沢町）
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前
の
と
お
り
と
す
る
。

②
彦
根
市
の
「
町
名
」
お
よ
び
「
丁

目
の
名
称
」
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

③
豊
郷
町
、
甲
良
町
お
よ
び
多
賀
町

の
彦
根
市
に
続
く
「
町
名
」
に
つ

い
て
は
、
合
併
時
に
「
大
字
」
の

字
句
を
削
除
し
、
従
前
の
大
字
名

の
前
に
そ
れ
ぞ
れ
合
併
前
の
町
名

を
付
け
た
も
の
と
す
る
。

（
例
）

合
併
前

犬
上
郡
豊
郷
町
大
字

石
畑
３
７
５
番
地

⇦

合
併
後

彦
根
市
豊
郷
町
石
畑

３
７
５
番
地

《
一
部
事
務
組
合
等
の
取
り
扱
い
》

▼
１
市
３
町
が
構
成
市
町
村
の
一
部

と
な
っ
て
い
る
滋
賀
県
市
町
村
職

員
退
職
手
当
組
合
、
滋
賀
県
町
村

議
会
議
員
公
務
災
害
補
償
等
組
合

以
外
の
組
合
等
に
つ
い
て
は
、
合

併
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合
か

ら
脱
退
し
、
新
市
に
お
い
て
合
併

の
日
に
当
該
組
合
に
加
入
す
る
。

▼
滋
賀
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組

合
、
滋
賀
県
町
村
議
会
議
員
公
務

災
害
補
償
等
組
合
に
つ
い
て
は
、

合
併
の
前
日
を
も
っ
て
当
該
組
合

か
ら
脱
退
す
る
。

▼
１
市
３
町
で
構
成
し
て
い
る
組
合

に
つ
い
て
は
、
合
併
の
前
日
を
も

っ
て
当
該
組
合
を
解
散
し
、
新
市

に
引
き
継
ぐ
。
ま
た
、
職
員
は
、

す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き

継
ぐ
。

▼
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
合
併
の
前

日
を
も
っ
て
当
該
協
議
会
か
ら
脱

退
し
、
新
市
に
お
い
て
合
併
の
日

に
当
該
協
議
会
に
加
入
す
る
。

《
各
種
事
務
事
業
の
取
り
扱
い

電
算
シ
ス
テ
ム
関
係
》

各
種
事
務
事
業
（
電
算
シ
ス
テ
ム

関
係
）
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
に
、
合
併
時
に
１
市
３
町
の
既

存
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
統
合
を
図
る

と
と
も
に
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
図
る
も
の
と
す
る
。

市
町
合
併
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

市
町
合
併
推
進
室
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
４
１
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　

１
３
９
８
番

彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多

賀
町
合
併
協
議
会
で
は
、
多
岐
に
わ

た
る
さ
ま
ざ
ま
な
協
定
項
目
に
つ
い

て
協
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
11
月
26
日
に
豊
郷
町
で

開
催
さ
れ
た
第
15
回
合
併
協
議
会
で

協
議
・
確
認
さ
れ
た
項
目
の
う
ち
、

住
民
負
担
に
か
か
わ
る
「
地
方
税
」、

「
使
用
料
、
手
数
料
等
」
の
取
り
扱

い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
「
各

種
事
務
事
業
」
の
取
り
扱
い
、
財
産

の
取
り
扱
い
、
町
名
・
字
名
の
取
り

扱
い
、
一
部
事
務
組
合
等
の
取
り
扱

い
に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
内
容
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

《
財
産
の
取
り
扱
い
》

①
１
市
３
町
の
所
有
す
る
財
産
、
公

の
施
設
は
、
す
べ
て
新
市
に
引
き

継
ぐ
も
の
と
す
る
。

②
財
産
区
財
産
は
、
財
産
区
財
産
と

し
て
新
市
に
引
き
継
ぐ
も
の
と
す

る
。

《
町
名
・
字
名
の
取
り
扱
い
》

①
彦
根
市
の
「
町
」
お
よ
び
「
丁
目
」

な
ら
び
に
豊
郷
町
、
甲
良
町
、
多

賀
町
の
「
大
字
」
の
区
域
は
、
従



5 広報ひこね　平成15年12月15日 4広報ひこね　平成15年12月15日

学
区
別
の

学
区
別
の 

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た 

学
区
別
の 

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
し
た 

て
い
く
が
、
福
祉
・
建
築
等
の
分
野
で

の
専
門
職
を
充
実
し
て
い
く
。
サ
ー
ビ

ス
の
低
下
は
な
い
。

米
原
町
と
の
合
併
は
、
今
か
ら
で
は

遅
い
の
か
。

米
原
町
は
山
東
町
、
伊
吹
町
と
の
合
併

を
選
ば
れ
た
が
、私
は
米
原
町
に
対
し
、

今
で
も
魅
力
を
持
っ
て
い
る
。
将
来
に

お
い
て
も
、
現
在
の
状
況
の
ま
ま
で
よ

い
と
は
思
っ
て
い
な
い
。

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
は
、
何
年
を

目
標
に
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
実
現

は
で
き
る
か
。

平
成
17
年
度
か
ら
平
成
26
年
度
の
10
年

間
と
し
て
い
る
。
将
来
都
市
像
「
個
性

が
響
き
合
い
活
力
を
生
み
出
す
住
み
続

け
た
い
ま
ち
」
を
目
標
に
、
だ
れ
も
が

住
み
続
け
た
い
と
感
じ
て
い
た
だ
け
る

ま
ち
に
し
て
い
く
。

住
民
意
向
調
査
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

合
併
し
た
場
合
の
ま
ち
の
姿
を
説
明

し
、
判
断
材
料
を
示
し
な
が
ら
、
来
年

２
月
に
合
併
の
是
非
を
含
め
た
住
民
意

向
調
査
を
実
施
し
た
い
。

10
月
21
日
か
ら
11
月
12
日
ま
で
、
市
内
17

の
小
学
校
区
ご
と
に「
学
区
別
住
民
説
明
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
全
部
の
会
場
を
合
わ
せ

て
、延
べ
４
２
３
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

説
明
会
で
は
、
合
併
の
必
要
性
、
国
や
１

市
３
町
の
財
政
状
況
、
合
併
協
議
会
で
の
確

認
事
項
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
（
素
案
）」

の
概
要
な
ど
を
市
長
が
説
明
し
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
参
加
さ
れ
た
市
民
か
ら

貴
重
な
ご
意
見
や
ご
提
言
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
説
明
会
で
の
主
な
質
問
に
対
す

る
市
長
の
回
答
を
紹
介
し
ま
す
。

主
な
質
問
と
回
答
の
要
旨

合
併
し
て
ど
れ
だ
け
の
経
費
が
削
減

で
き
る
の
か
。

１
市
３
町
の
一
般
職
の
職
員
は
、
１
、

１
６
７
人
い
る
が
、
10
年
間
で
２
０

０
人
く
ら
い
削
減
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
人
件
費
は
三
役
、
議
員
、
職
員
を

含
め
て
10
年
間
で
67
億
円
削
減
で
き
、

物
件
費
も
10
年
間
で
90
億
円
削
減
で
き

る
と
考
え
て
い
る
。

合
併
し
て
職
員
数
が
減
る
こ
と
に
よ

り
、
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
す
る
の
で
は

な
い
か
。

企
画
・
総
務
関
係
の
職
員
は
、
合
併

す
る
こ
と
に
よ
り
職
員
数
を
削
減
で

き
、
全
体
と
し
て
も
段
階
的
に
削
減
し

第4回　ブラジルの教育制度

Inverno
インヴェルノ

no
ノ

Japáo
ジャポン

e Veráo
ヴェロン

no
ノ

Brasil
ブラジル

!（日本は冬、ブラジ
ルは夏です！）
本格的な寒さがやってきました。皆さんの中には、そろ
そろスキーの道具を用意している人もいるかも知れません
ね。それに比べ、地球の裏側に位置するブラジルでは、今
の季節は夏です。12月から始まる夏休みを、子どもたち
は心待ちにしているところです。ブラジルでは、ほとんど
の学校は12月末から２か月の休校（夏休み）に入ります。
夏休みの過ごし方はさまざまです。ブラジルでは、たくさ
んの人が別荘を持っているので、子どもたちの多くは、別
荘で生活したり、旅行したりして過ごします。

ブラジルの学校に、給食がない理由
ブラジルの学校は、新学期の始まる時期はいろいろです。
多くの学校では、３月から始まって、12月に終了します。
義務教育は日本の小・中学校にあたる期間が８年あり、そ
の後３年間の高等学校教育が続きます。授業時間は午前、
午後、夜間の３つの時間帯に分かれていて、それぞれの時
間帯が休憩を含めて５時限ずつで構成されています。この
ため、子どもたちは午前中だけ、あるいは午後だけ学校に
来ることになります。だから、ブラジルの学校には、給食
がないのです。
また、５年生までは午前か午後のいずれかの時間帯を選
ぶことができ、６年生以上では、昼間に働く生徒向けに、
夜間の部もあります。
学校での主な科目は、国語、算数、理科、社会、体育、
図工、外国語です。外国語は、一般的には英語ですが、地
域によってはスペイン語やドイツ語が教えられています。
日本と異なり、音楽教育はまだ一般には取り入れられてい

ませんし、ましてや書道は、日本独特の教育なのでしょう。
学校給食や、集団登校は、ブラジルではありません。学
生服やランドセルなどもなく、子どもたちは好みの服やカ
バンで登校します。校舎内で上履きに履きかえることもな
いので、靴箱などは用意されていません。

入学式がないブラジルの学校
日本では小学校に入学するとき、教育委員会から知らせ
が届き、健康診断や入学案内の説明などがありますが、ブ
ラジルではこうしたことはあまり行われていません。寂し
いことに、入学式もないのです。家庭訪問や授業参観もな
く、父の日か母の日に学校から招待を受け、子どもたちか
ら自作のプレゼントやカードが渡される程度です。運動会
に似た催しとしては、GINCANA

ジ ン カ ー ナ

と呼ばれる行事があり、
クイズや宝捜しゲームが行われます。また、子どもたちが
本に親しみを持つために、年に一度は校内でブックフェア
が開催されます。学芸祭では、演劇やダンス、歌などが披
露され、移民の歴史を振り返る行事も行われます。このよ
うに、学校では違うところがたくさんあります。

義務教育と子どもの権利
ブラジルでは、憲法に基づき、小学校１年生から８年生
までは義務教育となっています。しかし、農村部では通学
に時間がかかり、学校に通えない場合もあります。市では
送迎バスの運行など、教育の提供に力を入れるようになっ
てきました。
国連では、1959年に「国際的子どもの権利」を定め、
その精神がブラジル憲法の第84条に刻まれています。こ
こに、すべての子どもは教育を受ける権利があると書かれ
ているのです。しかし、経済的な事情から働かなくてはな
らない子どもの数が多く、こうした子どもたちを無くすよ
う、国をあげて努力しています。

（彦根市国際交流員　田尾ロザーネ）

彦
根
市
国
際
協
会
主
催

将
来
通
訳
を
目
指
す
人
、
ま
た
は

通
訳
の
勉
強
を
通
し
て
英
語
力
、
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
向
上
を

さ
せ
た
い
人
の
た
め
の
入
門
講
座
で

す
。
通
訳
の
基
本
的
な
技
術
や
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
方
法
な
ど
、
通
訳
の
イ
ロ

ハ
を
講
師
の
豊
富
な
体
験
を
基
に
指

導
し
ま
す
。

日
　
時

平
成
16
年
１
月
10
日
㈯
、

同
17
日
㈯
、
同
24
日
㈯

午
前
10
時
〜
正
午
（
全
３
回
）

場
　
所

市
民
会
館
２
階
会
議
室

講
　
師

野
口
喜
代
美
さ
ん
（
水
口

町
国
際
交
流
協
会
理
事
）

対
　
象

英
検
２
級
合
格
程
度
の
英

語
力
を
有
す
る
人

定
　
員
　
15
人
（
定
員
に
な
り
し
だ

い
締
め
切
り
ま
す
。）

受
講
料

３
、
５
０
０
円
（
彦
根
市

国
際
協
会
会
員
は
３
、
０
０
０
円
）

申
込
期
間

12
月
20
日
㈯
〜
同
26
日

㈮
（
た
だ
し
12
月
23
日(

火・
祝)

は

休
館
日
）
の
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

彦
根
市
国
際
協
会

事
務
局
☎
◯　22　
１
４

１
１
番
内
線
５
９

０
番
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水
道
管
が
凍
り
つ
い
て

水
が
出
な
い
と
き
は
…
　

タ
オ
ル
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
ぬ
る
ま
湯
を
ゆ
っ
く
り
か
け
て
氷

を
溶
か
し
て
く
だ
さ
い
。

※
熱
湯
は
絶
対
に
使
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

水
道
管
が
破
裂
し
た
と
き
は
…

メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内
の
バ
ル
ブ

を
閉
め
、
破
裂
し
た
部
分
に
布
や
テ

ー
プ
を
巻
い
て
応
急
手
当
を
し
、
市

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
内
の
上
水
道
の
給
水
工
事
や
屋

内
修
理
（
個
人
負
担
）
は
、
市
の

指
定
し
て
い
る
業
者
以
外
で
は
で

寒
さ
か
ら

水
道
管
を
守
り
ま
し
ょ
う

防
寒
の
し
か
た

◆
保
温
材
を
蛇
口
の
と
こ
ろ
ま
で
巻

い
て
く
だ
さ
い
。

◆
毛
布
・
布
な
ど
を
保
温
材
と
し
て

利
用
し
た
と
き
は
、
そ
の
上
か
ら

ビ
ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ

い
。

き
ま
せ
ん
。
必
ず
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
で
お
願
い
し
ま

す
。

※
年
末
年
始
は
、
各
業
者
と
も
休
み

に
な
り
ま
す
。
給
水
装
置
に
事
故

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
特
に
注
意

を
お
願
い
し
ま
す
。

飲
酒
運
転

自
転
車
も
禁
止
!!

飲
酒
運
転
は
死
亡
事
故
な
ど
、
重

大
な
事
故
に
直
結
す
る
悪
質
で
危
険

な
行
為
で
す
。
酒
を
飲
ん
で
事
故
を

起
こ
せ
ば
、
そ
の
被
害
は
被
害
者
や

自
分
だ
け
で
な
く
、
家
族
な
ど
周
囲

の
人
に
も
及
び
ま
す
。

「
ち
ょ
っ
と
し
か
飲
ん
で
な
い
か

ら
」「
時
間
が
経
っ
た
か
ら
、
醒さ

め

て
る
だ
ろ
う
」
と
自
分
勝
手
な
判
断

で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。飲

酒
運
転
は
、
自
転
車
で
も
禁
止

で
す
。
絶
対
に
止や

め
ま
し
ょ
う
。

家
庭
・
職
場
・
地
域
で
、
飲
酒
運

転
追
放
の
意
識
を
持
ち
、「
車
を
運

転
し
て
き
て
い
る
人
に
は
お
酒
を
飲

ま
せ
な
い
」「
お
酒
を
飲
ん
だ
人
に

運
転
さ
せ
な
い
」
を
徹
底
し
、
互
い

に
注
意
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

生
活
環
境
課
☎

◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
１
３
０
番
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　27　
０
３
９
５
番

情
報

掲
示
板

積雪時の検針にご協力を
除雪のとき、メーターボックスの上に雪を積
まれると、検針が困難になることがあります。
ボックスの上には、雪などを置かないようご協
力をお願いします。
給水工事をするときは

家屋などの新築、改築に伴って市の水道から
給水工事（新設・増設・改造）をするときや、
建築工事などによる臨時の給水をするときは、
着工前に市指定給水装置工事事業者を通じて
水道部へ給水の申し込みをしてください。
開栓・休栓の連絡を

転居などにより、新たに水道の使用を始めた
り中止したりするときは、あらかじめ 水道部
にお知らせください。（土・日曜日、祝日を除
く３日前までに連絡してください。）

連絡・問い合わせ先 水道部業務課☎22-
2722、FAX24-4054

募　集
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
ズ

連
続
講
座
後
期
高
橋
ま
す
み
さ
ん
と
と
も
に

「
向
老
学
」ト
ー
ク
＆
ト
ー
ク

男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
た

め
、現
在
取
り
組
み
を
し
て
い
る
人
、

こ
れ
か
ら
取
り
組
も
う
と
し
て
い
る

人
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
も
っ

と
知
り
た
い
人
な
ど
を
対
象
に
し
た

講
座
で
す
。
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ

ー
ウ
ィ
ズ
・
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
高
橋
ま

す
み
さ
ん
の
著
書
「
老
い
を
楽
し
む

向
老
学
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、
高
橋

さ
ん
自
身
か
ら
話
を
聞
き
ま
す
。

講
師

高
橋
ま
す
み
さ
ん

※
30
年
前
に
女
性
を
中
心
と
し
た
学

習
グ
ル
ー
プ
を
始
め
、
子
育
て
や

介
護
を
し
な
が
ら
、
女
性
グ
ル
ー

プ
な
ど
の
支
援
活
動
を
続
け
て
い

ま
す
。日
本
向
老
学
会
事
務
局
長
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ「
ウ
ィ
ン
女
性
企
画
」代
表

日
程

平
成
16
年
１
月
24
日
㈯
、
２

月
７
日
㈯
、
３
月
13
日
㈯
、
同
27

日
㈯
（
全
４
回
）

時
間
　
午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時
30

分
場
所
　
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
（
平
田
町
・
旧
働
く
婦
人
の
家
）

受
講
料
　
無
料

定
員
　
50
人
（
先
着
順
）

託
児

実
施
し
ま
す
。
３
日
前
ま
で

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
　
電
話

か
フ
ァ
ク
ス
で

男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
　
ウ
ィ
ズ
☎
◯　24　
３
５
２

９
番
（
フ
ァ
ク
ス
共
）
へ
。

（
仮
称
）
健
康
ひ
こ
ね
21
計
画

正
式
名
称
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

「
彦
根
に
住
ん
で
い
れ
ば
、
健
康

に
な
れ
る
」
そ
ん
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
彦
根
市
で
は
「（
仮
称
）

健
康
ひ
こ
ね
21
計
画
」
を
策
定
す
る

準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

健
康
は
、
健
や
か
で
心
豊
か
な
暮

ら
し
の
財
産
で
す
。こ
の
計
画
で
は
、

「
安
心
し
て
楽
し
く
歩
け
る
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
の
紹
介
」「
カ
ロ

リ
ー
表
示
の
あ
る
お
店
を
増
や
す
」

な
ど
の
具
体
的
な
プ
ラ
ン
を
実
践
す

る
こ
と
で
、
健
康
づ
く
り
を
し
や
す

い
ま
ち
に
し
て
、
10
年
後
、
20
年
後

に
彦
根
を
健
康
な
人
で
あ
ふ
れ
る
、

い
き
い
き
と
し
た
ま
ち
に
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
策
定
は
、
平

成
16
年
３
月
ご
ろ
の
予
定
で
す
。

こ
の
計
画
の
正
式
名
称
と
、
計
画

推
進
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
使
う
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
し
ま
す
。
明
る

い
、
健
康
な
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い
作

品
を
考
え
て
、
ぜ
ひ
応
募
し
て
く
だ

さ
い
。

作
品
の
規
格

字
数
、
用
紙

の
大
き
さ
な
ど
は
自
由
で
す
。

Ａ
４
サ
イ
ズ

（
２
１
０
㎜
×
２
９
７
㎜
）の
画
用

紙
な
ど
に
、
横
向
き
に
描
い
て
く

だ
さ
い
。

応
募
資
格

市
内
に
在
住
・
在
学
・

在
勤
の
人

応
募
の
き
ま
り

・
作
品
に
は
、
題
名
、
住
所
、
名
前

（
ふ
り
が
な
）、
電
話
番
号
を
書
い

て
く
だ
さ
い
。

・
学
校
や
事
業
所
な
ど
を
通
じ
て
応

募
す
る
人
は
、
学
校
名
ま
た
は
事

業
所
名
も
書
い
て
く
だ
さ
い
。

・
応
募
点
数
は
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

・
入
賞
作
品
は
主
催
者
に
帰
属
す
る

も
の
と
し
ま
す
。
ま
た
、
応
募
作

品
は
原
則
と
し
て
返
却
し
ま
せ
ん
。

・
採
用
さ
れ
た
応
募
作
品
は
、
一
部

を
変
更
し
て
使
用
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

賞

各
部
門
の
入
賞
者
に
記
念
品
を

贈
り
ま
す
。

募
集
期
限

平
成
16
年
１
月
23
日
㈮

（
必
着
）

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

健
康

管
理
課
（
〒
５
２
２-

０
０
４
１
　
平

田
町
６
７
０
　
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
◯　24　
０
８
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
５

８
７
０
番

自
衛
隊
生
徒

〈
応
募
資
格
〉日
本
国
籍
を
有
し
、
平

成
16
年
４
月
１
日
現
在
で
15
歳
以
上

17
歳
未
満
の
男
子
で
、
中
学
校
卒
業

者
（
平
成
16
年
３
月
卒
業
見
込
み
を

含
む
）
〈
受
付
期
限
〉平
成
16
年
１

月
６
日
㈫

〈
一
次
試
験
日
〉平
成
16

年
１
月
10
日
㈯

〈
応
募
・
問
い
合

わ
せ
先
〉自
衛
隊
滋
賀
地
方
連
絡
部

彦
根
募
集
事
務
所
（
旭
町
）
☎
◯　26　
０

５
８
７
番

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
本
語
教
師

来
日
し
て
ま
だ
日
が
浅
く
、
日
常

会
話
も
じ
ゅ
う
ぶ
ん
で
な
い
外
国
人

に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
日
本
語

を
教
え
る
手
伝
い
を
し
て
も
ら
え
る

人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

〈
日
時
〉毎
週
日
曜
日
　
午
前
10
時
〜

同
11
時
30
分
〈
場
所
〉西
地
区
公
民

館
（
本
町
一
丁
目
）〈
資
格
〉資
格
・
経

験
を
問
わ
ず
、
日
本
語
指
導
に
情
熱

を
持
つ
人
な
ら
だ
れ
で
も
可
。
実
際

に
教
え
な
が
ら
学
び
ま
す
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
日
本
語
教
室
ス
マ
イ
ル
事
務
局

（
本
田
方
）
☎
◯　22　
９
４
９
８
番
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
共
）

※
12
月
１
日
号
掲
載
の
申
込
・
問
い

合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
は
誤
り
で

し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

登載申請を
農業委員会委員選挙人名簿
毎年１月１日現在で、農業委員会委員選挙人
名簿が調製されます。選挙人の資格がある人は、
この名簿への登載を申請してください。申請書
は 選挙管理委員会事務局（市役所４階）にあり
ます。
資格 市内に住所があり、平成16年３月31日現
在で20歳以上の人で、
①　10アール以上の農地を耕作している人
②　①の人と同居する親族（６親等以内）ま
たはその配偶者で、年間おおむね60日以
上耕作に従事する人

申請期限 平成16年１月10日㈯
申請書提出先 農業委員会事務局（市役所３階）
問い合わせ先 選挙管理委員会事務局☎22-
1411番内線462番、ＦＡＸ23-4551番

お
わ
び
と
訂
正

「
広
報
ひ
こ
ね
」
12
月
１
日
号

８
ペ
ー
ジ
で
脇
田
麻
優
香
さ
ん
の

学
年
が
玉
手
中
学
校
３
年
と
あ
る

の
は
、
１
年
の
誤
り
で
し
た
。
お

わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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●
収
　
集

12
月
23
日
（火・祝）
に
は
表
１
の
と
お
り
臨
時

収
集
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
12
月
29
日
㈪
、

同
30
日
㈫
の
両
日
に
は
表
２
の
と
お
り
特

別
収
集
を
行
い
ま
す
。

※
29
日
㈪
に
奇
数
月
収
集
区
域
の
粗
大
ご

み
有
料
戸
別
収
集
を
行
い
ま
す
。
申
込

受
付
は
、
22
日
㈪
ま
で
の
平
日
（
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）
に
お
願

い
し
ま
す
。

●
搬
　
入

12
月
28
日
㈰
〜
同
30
日
㈫
の
３
日
間
、

表
３
の
と
お
り
直
接
搬
入
を
受
け
付
け
ま

す
。ご

み
は
、
種
類
ご
と
に
正
し
く
分
別

し
、

清
掃
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
中
山
投
棄

場
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、「
陶
器
類
・
そ
の
他
ご
み
」
の
搬

入
に
は
、
許
可
証
が
必
要
で
す
。
事
前
に

彦
根
犬
上
広
域
行
政
組
合
中
山
投
棄
場
☎

◯　26　
５
２
５
０
番
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。●

混
雑
し
ま
す
！

昨
年
も
29
日
、
30
日
に
は
た
い
へ
ん
込

み
合
い
ま
し
た
。
今
年
も
昨
年
以
上
に
込

み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
込
み
合

う
と
き
に
は
、
長
時
間
お
待
た
せ
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
い

時
期
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

●
ご
み
出
し
は

指
定
専
用
袋
で
！

ご
み
は
指
定
専
用
袋
で
出
し
て
く
だ
さ

い
。市

販
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ス
ー
パ
ー
な
ど

の
レ
ジ
袋
で
出
さ
れ
た
ご
み
は
収
集
で
き

ま
せ
ん
。
必
ず
、
指
定
専
用
袋
に
入
れ
て

出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
◯　22　

２
７
３
４
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
７
７
８
７
番

ご

み

の

種

類 

月日 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク 

火曜日の収集区域 
　佐和山、旭森、鳥居本の （各小学校区　　　　　　） 

月曜日の収集区域 
　河瀬、亀山の両小学校区、 （稲枝中学校区　　　　　） 

粗
大
ご
み 

奇数月の収集区域 
　城南、平田、旭森、高宮、 
　河瀬、城陽、若葉、亀山の （各小学校区、稲枝中学校区） 

燃
や
せ
る
ご
み 

火・金曜日の収集区域 
　城南、城陽、若葉、高宮、 
　平田、金城、河瀬、亀山の （各小学校区、稲枝中学校区） 

月・木曜日の収集区域 
　城東、城西、城北、 
　佐和山、旭森、鳥居本の （各小学校区　　　　　　） 

（収集しません） 

12月29日㈪ 12月30日㈫

表２　特別収集の日程

表３　直接搬入できる日時と場所
ごみの種類 受 付 日 受 付 時 間 搬　入　先 

陶器類・その他ごみ 

粗 大 ご み  

燃やせるごみ 

プラスチックごみ 
缶 ・ 金 属 類  
び ん 類  
ペットボトル 
廃 乾 電 池  

　9：00～12：00  
13：00～16：15

　9：00～12：00  
13：00～16：15

　9：00～12：00  
13：00～16：30

　9：00～12：00  
13：00～16：15

　9：00～12：00

中 山 投 棄 場  
（中山町） 

☎26-5250

12月28日㈰

12月29日㈪

12月30日㈫

12月28日㈰

12月29日㈪

12月30日㈫

12月28日㈰

12月29日㈪

12月30日㈫

12月29日㈪

12月30日㈫

表１　臨時収集の内容
収集する日 収集するごみ 収　集　す　る　区　域 

城南、城陽、若葉、高宮、平田、金城、 
河瀬、亀山、稲枝北、稲枝東、稲枝西  
佐和山、旭森、鳥居本  
佐和山、旭森、鳥居本 

12月23日 
（祝・火曜日） 

燃やせるごみ 
  
プラスチックごみ  
缶・金属類 

受け付けます　入札参加申請
平
成
16
年
度
に
お
い
て
彦
根
市
が
発
注
す
る
建
設
工
事
、
測

量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
そ
の
他
委
託
等
業
務
、

物
品
供
給
等
の
入
札
等
に
参
加
を
希
望
す
る
者
の
入
札
参
加
資

格
審
査
申
請
の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

受
付
期
間

次
の
各
期
間
内
の
月
・
火
・
水
曜
日
に
行
い
ま
す
。

◆
物
品
供
給
等
　
平
成
16
年
１
月
19
日
㈪
〜
２
月
４
日
㈬

◆
測
量
・
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
業
務
、
そ
の
他
委
託
等
業

務
　
２
月
９
日
㈪
〜
同
18
日
㈬
（
11
日
（水・祝）
を
除
く
）

※
た
だ
し
、
平
成
15
年
度
分
受
付
で
申
請
し
た
市
外
業
者
は
、

今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
建
設
工
事
　
２
月
23
日
㈪
〜
３
月
３
日
㈬

※
た
だ
し
、
平
成
15
年
度
分
受
付
で
申
請
し
た
市
外
業
者
は
、

今
回
申
請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
付
時
間

午
前
９
時
〜
同
11
時
30
分
と
午
後
１
時
〜
同
４
時

受
付
場
所

契
約
監
理
室
（
市
役
所
別
館
２
階
）

申
請
書
な
ど
の
交
付

１
月
６
日
㈫
か
ら
（
同
日
か
ら
、
彦
根

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。）

※
受
付
期
間
内
に
申
請
が
な
い
場
合
は
、
平
成
16
年
度
の
入
札

参
加
資
格
が
得
ら
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
資
格
の
期
限
切
れ

に
伴
う
通
知
は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

契
約
監
理
室
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
２
９

１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
７
番

情報
掲示板

製
造
事
業
所
の
皆
さ
ん

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

12
月
31
日
を
基
準
日
と
し
て
、
全

国
一
斉
に
工
業
統
計
調
査
が
行
わ
れ

ま
す
。

工
業
統
計
調
査
は
、
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
と
し
て
、
そ
の
活

動
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

年
末
を
控
え
、
何
か
と
お
忙
し
い

中
で
す
が
、
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た

だ
い
た
内
容
に
つ
い
て
は
、
統
計
法

に
基
づ
き
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

の
で
、
正
確
な
記
入
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
◯　22　
１

４
１
１
番
内
線
４
１
７
番
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

12
月
20
日
か
ら
発
効

産
業
別
最
低
賃
金

滋
賀
県
下
の「
産
業
別
最
低
賃
金
」

が
12
月
20
日
か
ら
次
の
と
お
り
改
正

発
効
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
今
回
の
改
正
に
よ
り
、
昨

年
ま
で
あ
っ
た
日
額
は
な
く
な
り
、

時
間
額
の
み
と
な
り
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

彦
根
労
働
基
準
監

督
署
☎
◯　22　
０
６
５
４
番

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
の
保
険
料
は

所
得
額
か
ら
控
除
で
き
ま
す

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、
所
得
税

や
市
県
民
税
を
算
出
す
る
際
に
、
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
し
て
全
額

の
控
除
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

控
除
の
対
象
に
な
る
の
は
、
平
成

15
年
中
に
納
め
た
国
民
年
金
保
険
料

の
合
計
金
額
で
す
。
過
去
に
納
め
忘

れ
た
期
間
や
、
免
除
を
受
け
て
い
た

期
間
の
分
と
し
て
納
め
た
国
民
年
金

保
険
料
も
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
確
定
申
告
や
年
末
調
整
の

書
類
に
は
、
平
成
15
年
中
に
納
め
た

国
民
年
金
保
険
料
の
合
計
額
を
記
入

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
領
収

書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付
済
確
認
書
を

必
要
と
す
る
人
は
、
下
記
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

年
末
で
す
！
国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

国
民
年
金
に
加
入
す
る
と
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。

保
険
料
が
納
付
さ
れ
て
い
な
い
と
、

万
が
一
の
事
故
の
と
き
、
障
害
基
礎

年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ

な
く
な
っ
た
り
、
将
来
の
老
齢
基
礎

年
金
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る
な
ど
、

生
活
の
支
え
を
失
う
こ
と
に
な
り
か

ね
ま
せ
ん
。
年
末
の
機
会
に
納
め
忘

れ
が
な
い
か
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

年
金
受
給
者
に
対
す
る

不
審
な
通
知
に
気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

日
本
国
民
年
金
協
会
な
ど
の
名
前

を
騙か

た

っ
て
、
各
地
の
年
金
受
給
者
に

対
し
て
「
年
金
過
払
い
額
返
還
請
求

兼
告
知
書
」
と
い
う
文
書
が
送
付
さ

れ
て
い
ま
す
。

年
金
の
過
払
い
に
つ
い
て
の
案
内

は
、
社
会
保
険
庁
か
社
会
保
険
事
務

所
し
か
行
い
ま
せ
ん
。
不
審
な
通
知

な
ど
が
郵
送
さ
れ
て
き
た
ら
、
左
記

ま
で
相
談
し
、
す
ぐ
に
請
求
ど
お
り

払
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

滋
賀
社
会
保
険
事

務
局
彦
根
事
務
所
☎
◯　 23　
１
１
１
１

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　23　
９
０
３
８
番
、

保
険
年
金
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
１
３
８
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９

８
番

 
繊 維 工 業  
窯業・土石製品製造業 
鉄 鋼 業  
一般機械器具製造業 
電気機械器具製造業 
自動車・同附属品製造業 
精密機械器具製造業 
各 種 商 品 小 売 業  

時間額（円） 
６９５ 
７７３ 
７７３ 
７７３ 
７５５ 
７７３ 
７６２ 
７０９ 

勤労者（事業主を除く）またはそ
の子もしくは兄弟姉妹が、大学、短
期大学または修業年限が２年以上の
専門学校に入学・就学するのに必要
な資金の一部を融資します。
融資金額 100万円以内
利　　率 年1.45％（固定）
償還期間 ５年以内（据置期間あり）
申込先 近畿労働金庫彦根支店
※他の公共融資制度と併用できます。
問い合わせ先 商工課☎22-1411
（内線328）、FAX22-1398
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１２月２７日(土)～１月５日(月)、
１２日(月・祝)

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
年末～１月前半

５日㈪

６日㈫

７日㈬

８日㈭

９日㈮

１３日㈫

１４日㈬

１５日㈭

開出今蔵の町団地、八坂東団地、三津、長曽根南、平田（大沢を除
く）、開出今団地（第３部）、八坂北、海瀬、肥田（西肥田）

開出今蔵の町団地、八坂東団地、開出今団地（第１部）、平田（大沢
を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西肥田）

開出今団地（第１部）、後三条（下）、平田（大沢を除く）、宇尾、三津
屋、肥田（西肥田）、金沢（金沢団地）

後三条（下）、平田（大沢を除く）、野瀬、三津屋、金沢（金沢団地）

後三条（下）、中央（第２・３部）、平田（大沢を除く）、野瀬、開出今、
八坂、出路、田原、金沢（林、中下）

佐和、立花、元、尾末、竹ケ鼻、甘呂、八坂、上稲葉、下稲葉、本
庄、普光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林、中下）

金亀、船、旭、大東、竹ケ鼻、甘呂、八坂、南三ツ谷、甲崎、上岡
部、下岡部、柳川、上西川、下西川、稲部（稲部）

京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、錦（第１部）、岡、西沼波
（東部を除く）、竹ケ鼻、日夏、亀山地区、稲部（稲部）

１月前半

日・曜日

７日㈬

８日㈭

６日㈫

９日㈮

13日㈫

14日㈬

15日㈭

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 堤 医 院 前
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
Ｊ Ａ 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 Ｊ Ａ 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館
鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０
１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【１月前半】
※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

情報
掲示板

性
の
肝
炎
の
う
ち
劇
症
肝
炎
、
悪
性
関

節
リ
ウ
マ
チ
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
関
連

疾
患
（
進
行
性
核
上
性
麻
痺
、
大
脳
皮

質
基
底
核
変
性
症
お
よ
び
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
）、
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
（
原
発
性
）、

後こ
う

縦じ
ゅ
う

靭じ
ん

帯た
い

骨
化
症
、
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
病
、

モ
ヤ
モ
ヤ
病
（
ウ
イ
リ
ス
動
脈
輪
閉へ

い

塞そ
く

症
）、
ウ
ェ
ゲ
ナ
ー
肉に

く

芽が

腫し
ゅ

症
、
特
発
性

拡
張
型
心
筋
症
、
多
系
統
萎い

縮し
ゅ
く

症
（
線

条
体
黒
質
変
性
症
、
オ
リ
ー
ブ
橋
小
脳

萎
縮
症
お
よ
び
シ
ャ
イ
・
ド
レ
ー
ガ
ー

症
候
群
）、
表
皮
水す

い

疱ほ
う

症
（
接
合
部
お
よ

び
栄
養
障
害
型
）、
膿の

う

疱ほ
う

性
乾か

ん

癬せ
ん

、
広
範

脊せ
き

柱ち
ゅ
う

管か
ん

狭き
ょ
う

窄さ
く

症
、原
発
性
胆
汁
性
肝
硬
変
、

重
症
急
性
膵す

い

炎
、
特
発
性
大だ

い

腿た
い

骨こ
っ

頭と
う

壊え

死し

症
、
混
合
性
結
合
組
織
病
、
原
発
性

免
疫
不
全
症
候
群
、
特
発
性
間
質
性
肺

炎
、
網
膜
色
素
変
性
症
、
プ
リ
オ
ン
病
、

原
発
性
肺
高
血
圧
症
、
神
経
線せ

ん

維い

腫し
ゅ

症
、

亜
急
性
硬
化
性
全
脳
炎
、
バ
ッ
ド
・
キ

ア
リ
症
候
群
、
特
発
性
慢
性
肺
血け

っ

栓せ
ん

塞そ
く

栓せ
ん

病
（
肺
高
血
圧
型
）、
ラ
イ
ソ
ゾ
ー
ム

病
、
副ふ

く

腎じ
ん

白
質
ジ
ス
ト
ロ
フ
ィ
ー

見
舞
金

１
人
月
額
１
、０
０
０
円

申
請
受
付
期
間

平
成
16
年
１
月
５
日
㈪

〜
同
30
日
㈮
︵
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を

除
く
︶︵
期
限
厳
守
︶
の
午
前
８
時
30
分

〜
午
後
５
時
15
分

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

社
会
福
祉
課
☎

◯　 23　
９
５
９
０
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　26　
１
７
６
８
番

滋
賀
県
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象

と
な
る
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
に
、
見
舞

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

次
に
該
当
す
る
人
は
、
期
限
ま
で
に
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
、

社
会
福

祉
課
（
平
田
町
・
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）、

市
民
課
（
市
役
所
１
階
④
番
窓
口
）、
支
所
・
各

出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

資
格

本
市
に
引
き
続
き
３
か
月
以
上
住
所

を
有
し
、
次
の
疾
病
の
い
ず
れ
か
に
該

当
し
、
現
に
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け

て
い
る
人
で
、
滋
賀
県
が
発
行
し
た
特

定
疾
患
患
者
手
帳
（
特
定
疾
患
医
療
受

給
者
証
）
ま
た
は
特
定
疾
患
登
録
者
証

を
持
っ
て
い
る
人

申
請
に
必
要
な
も
の

特
定
疾
患
患
者
手

帳
（
特
定
疾
患
医
療
受
給
者
証
）
ま
た

は
特
定
疾
患
登
録
者
証
と
印
鑑
、
金
融

機
関
（
郵
便
局
は
除
く
）
の
口
座
番
号
を

確
認
で
き
る
も
の

対
象
と
な
る
疾
病

ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、

多
発
性
硬
化
症
、
重
症
筋
無
力
症
、
全

身
性
エ
リ
テ
マ
ト
ー
デ
ス
、
ス
モ
ン
、

再
生
不
良
性
貧
血
、
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
、
筋き

ん

萎い

縮し
ゅ
く

性
側そ

く

索さ
く

硬
化
症
、
強き

ょ
う

皮ひ

症
・

皮
膚
筋
炎
お
よ
び
多
発
性
筋
炎
、
特
発

性
血
小
板
減
少
性
紫し

斑は
ん

病
、
結
節
性
動

脈
周
囲
炎
、
潰か

い

瘍よ
う

性
大
腸
炎
、
大
動
脈

炎
症
候
群
、
ビ
ュ
ル
ガ
ー
病
、
天て

ん

疱ぽ
う

瘡そ
う

、

脊せ
き

髄ず
い

小
脳
変
性
症
、
ク
ロ
ー
ン
病
、
難
治

健康管理だより

藤ふ
じ

田た

楓ふ
う

也や

ち
ゃ
ん

︵
岡
　
町
︶

尾お

本も
と

陽
ひ
な
た

ち
ゃ
ん

︵
大
藪
町
︶

平ひ
ら

田た

綺き

来ら

ち
ゃ
ん

︵
西
今
町
︶



広報ひこね

12広報ひこね　平成15年12月15日

発行：彦根市役所　〒522-8501  滋賀県彦根市元町4番2号 ☎0749-22-1411㈹ FAX 0749-22-1398

編集：情報政策課　●1日・15日発行　 彦根市ホームページ http://www.city.hikone.shiga.jp/
通巻第1082号
（平成15年12月15日発行）

表
紙
の
こ
と
ば

表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

内
田
一
明
さ
ん
︵
古
沢
町
︶

佐
和
山
の
山
裾
に
あ
る
仙せ

ん

琳り
ん

寺じ

は
、
彦

根
藩
四
代
藩
主
井
伊
直な

お

興お
き

の
子
、
本ほ

ん

空く
う

を

開
基
と
す
る
由
緒
の
あ
る
寺
で
す
。
８
月

に
彦
根
城
博
物
館
で
開
催
さ
れ
た
テ
ー
マ

展
「
井
伊
家
歴
代
の
肖
像
」
で
は
、
仙
琳

寺
の
井
伊
直
興
像
、
井
伊
直な

お

中な
か

像
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。

境
内
に
あ
る
恵え

明み
ょ
う

権ご
ん

現げ
ん

は
、
頭
痛
な

ど
の
首
か
ら
上
の
病
気
に
ご
利
益
が
あ
る

と
言
わ
れ
、
か
つ
て
は
大
勢
の
人
が
、
豆

腐
を
持
っ
て
お
参
り
に
来
ま
し
た
。
あ
ま

り
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
、
豆
腐
を
田
楽
に

し
て
振
る
舞
っ
た
こ
と
も
あ
る
そ
う
で

す
。
年
配
の
人
な
ら
、
ご
存
じ
の
方
も
あ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

表
紙
写
真
の
楼
門
は
、
有
名
な
時
代
劇

の
ロ
ケ
に
使
わ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

少
し
温
か
い
日
に
、
訪
れ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

仙琳寺住職の内田さん

市役所では、12
月27日㈯から新
年１月４日㈰まで
業務を休ませてい
ただきます。
この期間中、各種証明書等の発
行はできません。必要とする人は、
12月26日㈮までに窓口へお越し
ください。ただし、出生・死亡・
婚姻等の戸籍の届出（住民異動の
届出は除く。）は、休み期間中も受
け付けています。当直職員まで申
し出てください。
また、病院業務などについては、
右上の表のとおり取り扱います。
市税、国民健康保険料、し尿処
理手数料、上・下水道使用料など
を納付していただくときは、市が
指定している金融機関（右の一覧
のとおり）を利用してください。

滋賀銀行

(彦根支店彦根市役所派出)所を除く

りそな銀行

彦根信用金庫

びわこ銀行

大垣共立銀行

近畿大阪銀行

滋賀県信用組合

滋賀県民信用組合

近畿労働金庫

商工組合中央金庫

東びわこ農業協同組合

郵便局

（金融機関ごとの営業日に）ご注意ください

ご覧ください テレビ放送

＝ニュースダイジェスト＝

放送日 12月28日㈰
18：00～18：15

（再）12月31日㈬
9：30～ 9：45

放送局 びわ湖放送

雪
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。

市
で
は
、
積
雪
時
に
市
内
幹
線
道
路
の
除
雪

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
作
業
は
、
大
型
車
両

（
写
真
）
を
使
っ
て
行
い
ま
す
の
で
、
安
全
、

円
滑
に
で
き
る
よ
う
、
作
業
の
妨
げ
と
な
る
路

上
駐
車
な
ど
が
な
い
よ
う
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

道
路
河
川
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
２
３
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　24　
５
２
１
１

番


